
日
本
政
府
に
国
連「
核
兵
器
禁
止
条
約
」へ
の
賛
同
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
陳
情

米
軍
輸
送
機
Ｃ
Ｖ
22（
空
軍
）・
Ｍ
Ｖ
22（
海
兵
隊
）両
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

に
反
対
し
、飛
行
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

結
果　
「
採
択
」�

採　
択　
9
人

�

不
採
択　
4
人

結
果　
「
採
択
」�

採　
択　
8
人

�

不
採
択　
5
人

　
本
年
の
7
月
7
日
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
連

会
議
」で
、人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
禁
止
条
約
が

国
連
加
盟
国
３
分
の
２
に
あ
た
る
122
カ
国
の
賛
成

で
採
択
さ
れ
た
。

　
長
年
、核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て
草
の
根
の
活
動
を

し
て
き
た「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に

対
し
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
、

被
爆
者
と
そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
、禁
止
条
約

に
賛
成
し
て
き
た
国
々
に
大
き
な
希
望
と
感
動
を

も
た
ら
し
た
。

　
核
兵
器
が
再
び
使
わ
れ
か
ね
な
い
危
う
い
状
態

が
続
い
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、核
兵
器
の
悲
惨
さ

を
知
る
唯
一
の
国
の
政
府
と
し
て
、す
み
や
か
に
調

印
し
、国
会
で
の
批
准
を
経
て
条
約
が
正
式
に
発
効

さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
は
、国
際
規
範
と

し
て
、核
兵
器
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
と
い
う
事

が
、確
立
し
つ
つ
あ
る
重
要
な
出
来
事
で
あ

る
。

　
し
か
し
一
方
で
、核
保
有
国
が
参
加
し
な

い
条
約
は
、核
を
持
つ
国
と
持
た
な
い
国
の

溝
を
深
め
、核
保
有
国
の
協
力
の
も
と
核
廃

絶
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
セ
ス
が
担
保
さ
れ
て

い
な
い
。

　
唯
一
の
被
爆
国
日
本
が
、核
保
有
国
と
非

保
有
国
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、双
方
の
対

話
を
促
す
た
め
に
賢
人
会
議
を
主
催
、核
軍

縮
の
方
策
を
探
っ
た
。こ
の
会
議
か
ら
、核

保
有
国
に
対
し
効
果
あ
る
提
言
を
期
待
し
、

核
拡
散
防
止
条
約
再
検
討
会
議
に
反
映
さ

せ
る
事
を
求
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
反
対

と
す
る
。

　
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
一

層
の
厳
し
さ
を
増
す
中
、安
倍
首
相
は
、オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
は
我
が
国
の
安
全
保
障
に
お

い
て
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
に
お
い
て
、こ
の
運
用
に
際
し
て

は
、安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、周
辺
住
民
の

方
々
の
生
活
へ
の
最
大
限
の
配
慮
が
大
前
提

で
あ
る
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
大
き
な
目
的
の
一
つ

に
災
害
救
助
活
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。御
代
田

町
に
お
き
ま
し
て
も
、北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
の
突
発
事
故
発
生
時
の
救
助
活
動
、浅
間
山

の
噴
火
災
害
発
生
時
の
救
助
活
動
な
ど
を
考

え
る
と
、オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
の
是
非
に
つ
い
て

は
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
、諸
情
勢
を
鑑
み
て
、私
は
本
件
陳

情
の
採
択
に
つ
い
て
は
反
対
と
す
る
。

池
田 

健
一
郎 

議
員

池
田　
る
み 
議
員

市
村 

千
恵
子 

議
員

内
堀 

喜
代
志 

議
員

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
こ
の
１
年
で
３
件
の
墜

落
事
故
を
起
こ
し
、２
０
１
７
年
９
月
末
時

点
で
の
事
故
率
は
普
天
間
基
地
配
備
以
来
、

過
去
最
悪
の
３・
27
と
、海
兵
隊
機
全
体
の

平
均
２・72
を
上
回
っ
た
。

　
相
次
ぐ
事
故
や
落
下
物
に
不
安
と
怒
り

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
上
空
の
訓
練
飛
行
に
対
し
て
、具

体
的
な
飛
行
ル
ー
ト
も
訓
練
時
期
も
明
ら

か
に
さ
れ
な
い
。こ
れ
で
、住
民
の
安
心・安

全
な
住
環
境
が
守
れ
る
の
か
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
意
見
書
提
出
へ
の
賛

成
討
論
と
す
る
。

賛　
成

賛　
成

反　
対

反　
対

総
務
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
付
託　
　
　
採
択

総
務
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
付
託　
　
　
採
択

井田　理恵 議員

問
町
教
育
委
員
会
が

報
告
し
て
い
る
教

育
事
業
評
価
を
確
認
し
た

い
。

　
28
年
度
実
績
評
価
で
Ｃ

以
下
判
定
項
目
が
あ
る
施

策
に
つ
い
て
、サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル・
奨
学
金
貸
与・
パ

ソ
コ
ン
教
室・生
涯
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
各
事
業
の
課
題

と
改
善
策
は
。

答
教
育
次
長　

サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

方
針
を
改
善
後
継
続
す
る
。

　
12
年
間
実
施
の
中
で
参

加
人
数
や
出
席
率
に
課
題

が
あ
り
、今
年
度
よ
り
3
年

生
対
象
の
水
曜
午
後
の
放

課
後
学
習
塾
に
変
更
し
た
。

20
名
の
参
加
状
況
だ
。

　
奨
学
金
貸
与
は
、利
用
者

に
様
々
な
選
択
肢
が
増
え

全
て
の
評
価
が
Ｃ
以
下
で

休
止
で
あ
る
。今
後
は
近
隣

町
村
の
動
向
に
注
視
し
て

い
く
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、一
般

家
庭
へ
の
普
及
と
参
加
者

減
少
に
よ
り
Ｆ
評
価
で
廃

止
で
あ
る
。今
後
は
ス
マ
ホ

な
ど
へ
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
し
内
容
検
討
し
た
い
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で

は
、保
健
福
祉
課
な
ど
と
の

連
携
を
更
に
図
っ
て
い
く
。

指
導
者
研
修
は
、研
修
会
の

参
加
が
少
な
い
状
況
だ
っ

た
。今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
推

進
員
を
中
心
に
県
体
育
セ

ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
協
議
会
研
修
に
積
極

問
Ｉ
Ｔ
不
得
意
弱
者

や
高
齢
者
の
学
び

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、講
師

が
地
区
へ
の
出
張
講
座
な

ど
は
。

答
教
育
次
長　

要
望

が
あ
れ
ば
対
応
を

進
め
る
。

参
加
し
、指
導
者
の
資
質
向

上
に
努
め
て
い
る
。

問
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
の
改
善
で
は
、現

場
の
先
生
の
補
完
的
指
導

が
広
く
出
来
な
い
か
。

答
教
育
次
長　

来
年

度
に
向
け
協
議
し

た
い
。

県
議
会
が
判
断
、決
定
す
べ
き

県
議
選
区
割
り
見
直
し
に
つ
い
て

問
Ａ・
Ｂ
評
価
の
施
策

と
事
務
点
検
で
の

妥
当
性
の
検
証
と
更
な
る

充
実
は
。

　
ま
た
、評
価
意
見
者
の
意

見
反
映
と
女
性
登
用
の
考

え
は
。

答
教
育
次
長　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

問
当
町
地
区
の
県
議

選
選
挙
区
割
り
再

編
に
つ
い
て
、近
隣
町
村
の

首
長
と
の
意
見
調
整
は
。県

へ
要
請
活
動
の
経
過
は
。

答
町
長　

28
年
11
月

22
日
に
小
諸
市
、軽

回
し
、事
業
を
継
続
的
に
改

善
し
充
実
し
て
い
き
た
い
。

　
事
業
内
容
の
改
善・対
応

が
可
能
な
意
見
は
、計
画
の

際
に
内
容
見
直
し
に
反
映

し
て
い
る
。評
価
の
見
直
し

の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。来
年
度

か
ら
は
、再
び
意
見
者
に
女

性
の
登
用
を
考
え
て
い
る
。

井
沢
町
、御
代
田
町
の
議
会

議
長
の
連
名
に
よ
る
県
議

会
へ
の
要
望
書
提
出
を
受

け
、３
首
長
の
提
出
と
な
っ

た
。区
割
り
、定
数
へ
の
考
え

方
は
基
本
は
県
議
会
が
判

断
し
決
定
す
る
事
で
あ
る
。

討　
　
　
　
　
　
論

教
育
事
業
評
価
か
ら
課
題
と
改
善
の
現
状
は

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
充
実

ちびっこ裸足で運動会
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